
データサイエンス講座① 

 

★ テーマを確認(1 min)  

・ データの分析で求めてきた、分散や相関係数な 

どの統計量をコンピュータで計算しよう 

 

 

 

 

 

 

 

★ 統計量の確認(10 min) 

  ・ ワークシート１ に取り組む。 

・ 必要あれば定義はスライドで確認。 

 

 

 

 

 

 

★ １の答え合わせ(5 min) 

・ 表はスライドにあり 

・ 求め方や答の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★ スプレッドシートで統計量の計算(20＋9 min) 

【ワーク①】(20 min？) 

・ 各自生徒クロムブックでクラスルーム/探究基礎 

/データサイエンス① を開くよう指示。 

・ ペア学習で助け合い 

・ データが大きいと手計算が大変である、 

アンケートの集計・加工に利用できる、 

など、コンピュータを用いるモチベーション 

に触れておく。 

・ 吹き出し箇所の数式について説明する。 

・ ある程度作業させてから、オートフィル(Ctrl＋引っ張る) 半角で入力 などをコメント 

・ さらにしてから、相関係数が ”=correl(C2:C48,D2:D48)”で求まることや、その他よく手間取っ

ていたポイントについて触れる 

 

【ワーク②】(9 min?) 

・ 時間調整用なので、ワーク①の進み次第で割愛可（ここまでいかない気がする…） 

・ ｚかｗのデータから 1 つ選び、ｘとの相関関係を計算する 

・ ペアで別のものを調べ、共有するとよい 

 

★ 作業がキリの良いところでおしまい 

  



データサイエンス講座② 

 

★ テーマを確認(1 min)  

・ データの分析ではあらかじめ与えられることが 

多かったヒストグラムや度数分布表、散布図を 

コンピュータで作成する方法を学ぶ。 

・ クラスルーム/探究基礎/データサイエンス講座② 

を開く 

 

 

 

 

★ １ワーク① ヒストグラムの作成（10 min） 

  ・ 列 A を選択しながら挿入→グラフでヒストグラム 

    が作成さることを説明し、実際に作成させる。 

・ 画面右側のグラフエディタ内 

カスタマイズ→ヒストグラム→バゲットサイズ 

 これが階級の幅を表す。 

    カスタマイズ、グラフと軸のタイトル、横軸・縦軸 

 をいろいろいじらせて、グラフを完成させる 

 

 

★ ２ワーク② 度数分布表の作成(15 min) 

・ G2セルに”=frequency(B:B,F:F)”と入力することで 

B 列のデータで F列を区切りにした度数分布が作れ 

ることを説明。 

・ 色付きセルに適切な数式を入力し、 

度数分布表を完成させる。 

・ 早く終わった生徒にはヒストグラムも作成させる。 

 

 

 

 

 

 



★ ３ワーク③ 散布図の作成(9 min) 

・ 散布図作成の手順を説明 

・ 軸の最大値・最小値をいろいろ調整させ、 

見やすく整理 

 

 

 

 

 

 

 

★ 回帰直線の描画(10 min) 

・ 系列→トレンドラインで回帰直線が引けること 

・ 散布図で 

できるだけ合うように引いた直線であること 

くらいのざっくりした説明でよいかと。 

・ さらに、トレンドライン下部の 

ラベル（方程式を使用）で 

回帰直線の方程式を表示できること 

（y=0.391*x+10）やこれを用いて， 

握力 43kgの場合のハンドボール投げの予測 

ができることに触れる（時間があれば） 

  



データサイエンス講座③ 

 

★ テーマを確認(1 min)  

・ これまで 2 回でデータを整理する方法を学んだ。

今回は整理したデータから実際に分析をしてみ

よう。 

 

 

★ 題材の理解・仮説の説明(4min) 

・ 今回は統計データから予め箱ひげ図や散布図に

整理してあり、ここからどのようなことが分かる

か考察する。 

・ 仮説の説明「観察された事実をもとに推論した， 

分なりの「答え」となる命題のこと」 

 

 

 

 

★ 【ワーク①】仮説の例の説明と仮説を立てる(10min) 

・ 仮説の例で説明(命題の形で表現されること、こ

の場合食事時間をもとに分析ができることな

ど) 

・ (1)に取り組む 

・ (2)表から分析可能な仮説を自分で立ててみる 

→4人くらいのグループで共有 

 

 

 

★ 【ワーク②】箱ひげ図から読み取り(15min) 

・ (1)～(3)に取り組む 

・ (2)・(3)はグループで共有する 

 

★ 【ワーク③】散布図から読み取り(15min) 

・ 紙のデータだけでは読み取れることに限界あるが、電子データ【スプレッドシート：データサイ

エンス講座③】で相関係数や回帰直線をかいて考察するとよい。 

・ 考察後、グループで共有する 

  



データサイエンス講座④ 

 

★ テーマを確認(1 min)  

・ 数Ⅰで学習した仮説検定の考え方について 

理解を深めよう，くらいな感じで。 

 

 

★ 仮説検定の考え方を実際の問題で復習（10 min） 

・ まずは各自で解かせる。 

・ スライドで解説。 

・ 実際の場面では， 

あらかじめコイン投げの表は準備されていない 

→ コイン投げ実験も自分で準備する必要がある 

 が大変 

→コンピュータシミュレーションで手軽に 

 実験できる 

 

★ コイン投げシミュレーションで遊ぶ(15min) 

・ クラスルームのコイン投げシミュレーション URL 

からアクセス 

・ 吹き出し 3 か所を中心に，使い方を説明 

・ ２について自分で実験回数や確率の基準を 

設定して，シミュレーションを実施して取り組む。 

・ 早く終わった生徒は３も（終わらなくてもよい） 

・ その他いろいろいじって遊ばせる。 

・ コイン投げの回数が多くなると， 

正規分布に近づいていくことを実感させる。 

下部に正規分布曲線を描画するボタンあり(web サイトを投影して実際に見せてもよい)。 

 

 

 

 

 

 

 



★ 正規分布の説明(５ min)  

・ 平均値μを中心とした左右対称な分布， 

標準偏差σの幅を区切りとした分布の割合， 

および，確率の基準(0.05, 0.01)の根拠を 

ざっくりと説明。 

 

 

 

★ GeoGebraの確率計算機機能を用いて４に取り組む(14 min) 

・ クラスルームのURL からアクセスできる。 

・ スライド枠囲みの部分の説明 

（実際の GeoGebra 画面を投影してもよい）。 

・ ４に取り組む。(1)は解説， 

(2)(3)はいろいろいじらせて任せてもよい。 

  



データサイエンス講座⑤ 

 

★ テーマを確認(1 min)  

・ さっそく 2 枚目のスライドへ 

 

 

 

★ 集団を比較する場面の例(14 min) 

・ スライドで例示 

・ 【ワーク①】でほかの例も考えてみる 

・ 【ワーク②】例１～３の違いを考察する 

 何と何を比較しているか， 

対象は同じか・違うか， 

差があるか・増減まで考慮しているか 

など考察の観点を与えてもよい。 

 

 

★ 仮説検定の流れ(10 min) 

・ 例１を題材に仮説検定の流れを確認 

・ 用語の説明（帰無仮説、ｐ値、有意水準） 

 

 

 

 

 

 

★ 比較の分類についてまとめ(10 min) 

・ 用語の確認 

（1群 2 群，対応ありなし，両側検定片側検定） 

・ 種類によって検定の手法が変わることを伝え， 

動画見せる(約 5分) 

・ （スプレッドシート⑤をやりたければやる） 

 

★ アンケート(10 min) 

・ クラスルームからフォームアンケートへ 

（スプレッドシート⑤をやりたければやる） 


